
『先進技術活用のための人材育成について 』

株式会社アエロジャパン

～ドローンによる広域捕獲～



先進技術と猟師の知識を融合したスマートハンティング

情報収集

捕 獲

作戦立案

〇赤外線ドローンを使った鳥獣の撮影
〇AI技術を使った生息数のカウント

〇情報をもとに捕獲場所の決定
〇巻き狩りを実施する場合の効率的なハンターの配置
〇作戦共有アプリ「ドロロケ」に情報入力

〇ドロロケでハンター同士の待場やドローンの位置の把握
〇ハンティングドローンで鳥獣の追い込み
〇ドローンを使ったハンティングの方法



ドローンロケーションシステム

作成計画

〇事前に巻き狩りなどの猟場やタツマをアプリに入力
し、速やかな情報共有。

作戦実行

〇アプリ上の画面にドローンやハンターの位置が表示されるの
で、ドローンの飛行ルートの把握やハンター同士の誤射を防ぐ
ことにつながります。

〇作戦終了後、捕獲位置やシカやイノシシの目撃場所、逃走経
路などデータを直接アプリ上に残すことできるので、次回の捕
獲にデータを生かすことがでできます。



高性能ハンティングドローンUD4JH

〇高出力・高性能アンプを搭載し、上空100ｍの高さからでも
犬の鳴き声などが確認できます。鳴き声などの音声は手元の
コントローラーでオン・オフの切替が可能です。

〇空中から犬などの鳴き声を大音量で響かせ鳥獣を追い込み
追い払います。

特 徴



スマートハンティング



京都府猟友会とのドローンオペレーター人材育成

ドローンを飛行させる場合

〇現在、ドローンを飛行させる場合、二等免許を取得する
か、民間で技能認証書を取得し包括申請をしてドローンを
運用する必要があります。

京都府猟友会のオペレーター数

〇現在、京都府猟友会所属の方で、100名前後の方が技能認
証を取得され、ハンティングドローンを巻き猟で使用されて
います。

〇ハンティングドローンが、京都府府下の各地域で導入が進
んでおり、オペレーターの数も増えています。



ハンティングドローンの操縦士訓練

ドローン操縦士訓練

〇普通サイズのドローンを使用して、ドローンの基礎を学ぶ。
学科 5時間
実技 10時間
修了試験後→技能認証取得

ハンティングドローン操縦士

〇大型ドローンの操縦方法や安全な運用を学ぶ
〇ハンティングドローンを使った巻き猟の方法を教育



ハンティングドローンコース教材

普通操縦士コース ハンティングドローン操縦士コース



ハンティングドローンオペレーター教育の一例

〇ドローンの操縦訓練
だけではなく、今まで
のドローン使った猟の
経験や知識をハンター
ドローンコースに
フィードバックして、
すぐに活躍できるオペ
レーター教育を行って
います。



ハンティングドローンオペレーター教育の一例

実地訓練



ハンティングドローンオペレーター教育の一例

亀岡市有害鳥獣広域捕獲



ご清聴ありがとうございました。
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